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学  校  教  育  目  標  重   点   目   標  （  中  ・長  期  的  目  標  ）   総  合  評  価  

故郷○○の豊かな自然と人材を最大限に活用して， 豊かな 心 
と，たくましい体と，確かな学力を持った子どもを育成する 

 ○○先生 （□□大教授） の 「指導法」 をもとに授業改善を進めたところ， 子どもたちの 「分かった」 という声が前年度より多 
くなった｡少 人数のよさを生かすための縦割りの活動について，再度，子どもの実態に立って考える必要がある｡  

今 年 度 の 重 点 目 標   成 果 と 課 題  改   善   策  ・  向   上   策  

１  少人数の特色を生かした授業実践と体力づくり 
  
 
 

２  算数の授業研究を中心に「分かる授業」 ・ 「 基礎基本の 定 
着」の研究 

 全 教職 員 が，同 じ目 的を持 ち， 実践か ら学 ぶ研  
究体 制 を 継続して いく 。子ど もに どの 程 度 の 力 
がつい たか 毎年学 力テ ストを 実施 し， 結果を考 
察し，指導改善に生かしていく。 

体を動かし，  

頭を働かせ，  

心に感ずる子ども  

３  地域素 材の教材化と ，その実践を 各学年一教 材以 上実施 

 各学年，地 域の自然や 人材を取り 入れた学習 を積極的に行 
うことが で き た ｡ 講師 と して来校 し た地域の 方 々 から 学校 
への意見を伺うこともできた｡年 度当初， 立ち上げのところ 
がスムーズに進まなかった｡ 

領域  対象  評 価 項 目  評  価   の    観  点   成 果 と 課 題  改  善  策  ・  向  上  策  

 

３  地域に根ざ したカリキ ュラ ム作り  
地域の自然 ・ 施 設 ・ 人材 ・ 文化財から学ぶ学習を 
年間カリキュラムの中に位置付け， 実施し た か。 
  

各学年で， 地域の自然 ・人材を生 かした実践 が１単元以上 
できた｡ 「みどりの少年団」 の活動で役場の方の指導を受け， 
全校一斉での活動ができた｡しかし ， 新任職員は地域の理解 
に時間がかかり，実践の立ち上げに時間がかかった。 

地 域 を 教材化 し た 事例を 蓄 積 し，い つ で も 
参 考 に できる よ う に資料 の 整 備を図 る 取 組 
を継続する｡新たに， 人材バンクの整備， 地 
域の自然マップの作成を推進する｡ 
新 任 教 師の地 域 研 修を早 期 に 位置付 け る 。 

教  

育  

課  

程  １  体力づくりと 運動に対す る 意欲の向上  

朝のマラソ ンやスキー 学習，運動 会などを通し 
て， どの子にも， 体を動かすことの喜びと， 自分 
の体力の伸びを感じさせることができたか。  

 

  

○○先生（□□大教授）と○○指導主事（算数） 
の指導 に基 づき， 「 全 員 が導入 問題 を解け る」 を 
中心に据えた授業づくりができたか｡  

 

 
 

 

２  「分かる」算数の授業づくり  

毎時間， ５分 程度のドリル学習と習熟の時間を確 
保することができたか。  

 
ドリル学習 は毎時間実施で きたが，習 熟の時間を 確保でき 
たのは， ○％でとどまっていた｡追究に時 間がかかり， 十分 
な習熟の時間を確保することができなかった｡ 

授 業 の 終了前 ５ 分 を「習 熟 の 時間」 として 
位置付ける。 

 

 

学  

習  

指  

導  １  連合学年を中 心とした合 同 授業の実施  

体育などで連合学年等での活動を取り入れ， 子 
どもの課題に応じた授業展開を行うことができ 
たか｡ 

 

  

縦割り清掃 が子ども同 士の教え合 い，高め合 い 
の場になっていたか。  

  

教  
 

育  
 

活  
 

動  

生 
徒 
指 
導 
 
 

１ 
児童集会等 で，学年を 越えた仲間 での活動を 定 
期的に取り入れることができたか｡  

 
  

３ 授業公開を通しての理解  
重点研究で 得た仮説に 基づく算数 の授業を参 観 
日に公開し ，学習指導 について保 護者に理 解し 
てもらえたか。  

全学級， １月の参観日に実施できた｡授業を通 し， 研究内 
容について 保護者に理 解してもら うことがで きた｡保護 
者アンケートによる授業評価も良好であった｡ 

 地 

域 

と 

の 

連 

携  ３ 地域の素材，人材の活用  地域の素材 を生かした 教材化や， 保護者・地 域 
の人々に参画してもらう授業づくりをしたか。  

４年の体育でリレーの指導をしてもらったところ，大会 
での上位入賞を果たした｡３年で，韓国出身の保護者にこ 
とばや食べ物を通して異文化を理解する授業をしてもら 
い，国際理解を深めることにつながった。 

（1） 

（1） 

（1） 

（2） 

（2） 

 講師を招い ての授業をし やすくする た 
めに，人材バンクを充実させる｡ 
 参観日 に保 護者が 講師 となり ，授 業をして 
もらう「保護者授業参加の日」を設定する。 

学  

校  

運  

営  

研修  ２ 授業方法の改善  
教員が年に 一度は授業 （算数）を公開し，お 互 
いに見合う ことを通し て，研修を 深めることが 
できたか｡  
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縦割り活動による全校児童 
結びつきの強化 

学習指導の実践研究を，算数一つにしぼったことで，研究
の成果を全クラスに生かすことができた。○○先生の著書
を読み合わせたことは，指導法の理解を深めることにつな
がった。 

本年度作成し直した年間カリキュラムを，毎年
の実践をもとに見直す場を年間計画に確実に位
置付ける。それによって，年度当初の計画，実
践がスムーズに実施できるようになる。 




